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第１図は、伊豆大島地区における GPS 連続観測結果である。第１図(a)が観測基線図、第１図(b)は、
それぞれの基線の基線長の変化グラフであり、第１図(c)は比高の変化グラフである。第２図(a)－(b)
は、伊豆大島での GPS 観測点における水平成分と上下成分の地殻変動観測結果である。これらの変動
図は、伊豆半島南部に位置する南伊豆２(93086)を固定点とし、基準期間を 2008 年３月１日からの 10
日間、比較期間を 2008 年５月 30 日からの 10 日間にとった解析結果の差から得られた変動量を示して
いる。時系列でみると、島内の基線では 2007 年３月から大きな伸びが始まり、2007 年夏以降速度は
鈍化したが 2008 年初め頃まで膨張が継続し、４月以降収縮の傾向に転じたと見られる。 
第３図(a)－(d)は、APS による三原山周辺の光波測距観測結果である。2007 年春に膨張の傾向が見

られたが、同年夏以降はその傾向が鈍り、2008 年３月頃から収縮の傾向が一部の基線で見える。GPS
観測結果とあわせて、2008 年３～４月頃から６月にかけては島が収縮する傾向であったと考えられる。 
第４図は「だいち（ALOS)」PALSAR による伊豆大島の SAR 干渉画像である。2008 年１月 30 日と５月

１日の２時期の SAR データから干渉画像を作成したが、有意な変動は検出されなかった。 
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第 1 図(a) GPS 連続観測点基線図 
Fig.1(a) Site location map of the GPS continuous observation network around Izu-Oshima Volcano. 
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第 1 図(b) 伊豆大島の GPS 連続観測結果（基線長：左列 1996 年４月～2008 年６月、右列 2004 年４月～2008

年６月） 

Fig.1(b) Results of continuous GPS observation around Izu-Oshima Volcano, Baseline length; (left) from April 
1996 to June 2008, (right) from April 2004 to June 2008. 
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第 1 図(c) 伊豆大島の GPS 連続観測結果（比高：左列 1996 年４月～2008 年６月、右列 2004 年４月～2008

年６月） 

Fig.1(c) Results of continuous GPS observation around Izu-Oshima Volcano, Relative height; (left) from April 
1996 to June 2008, (right) from April 2004 to June 2008. 
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第 2 図(a) 伊豆大島における GPS 連続観測点の水平変動ベクトル図（2008 年３月～2008 年６月) 

Fig.2(a) Horizontal displacements of GPS stations around Izu-Oshima Volcano from March 2008 to June 2008. 
 

 

第 2 図(b) 伊豆大島における GPS 連続観測点の上下変動ベクトル図（2008 年３月～2008 年６月) 

Fig.2(b) Vertical displacements of GPS stations around Izu-Oshima Volcano from March 2008 to June 2008. 
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第 3 図(a) 伊豆大島における APS 観測点配置図 

Fig.3(a) Site location map of APS (optical distance measurement) observation around Izu-Oshima Volcano. 
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第 3 図(b) 伊豆大島における APS による光波測距観測結果(2002 年９月～2008 年６月) 

Fig.3(b) Results of optical distance measurement by APS around Izu-Oshima Volcano from September 2002 to 
June 2008. 
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第 3 図(c) 伊豆大島における APS による光波測距観測結果(2002 年９月～2008 年６月) 

Fig.3(c) Results of optical distance measurement by APS around Izu-Oshima Volcano from September 2002 to 
June 2008. 
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第 3 図(d) 伊豆大島における APS による光波測距観測結果(2002 年９月～2008 年６月) 

Fig.3(d) Results of optical distance measurement by APS around Izu-Oshima Volcano from September 2002 to 
June 2008. 
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第 4 図 「だいち」PALSAR による伊豆大島の解析結果について 

Fig.4 Interferometric analysis of SAR acquired by “Daichi” PALSAR on Izu-Oshima Volcano. 
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